
2 9 .奥地林野火災の消防法

1試験担当者

防災部防災科長:井上 桂

防災部防災第二研究室：本木茂

2試験目的

奥地国有林の急技かつ複雑な地形に適応した森林火災の消防法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた結果

現地消火試験は带広営林局標茶営林署管内で行左い,4 3牟度は直接•間接両試験とも現地 

の都合で緩斜地で行なった。

1. 直接消火試験では着火し,火が広がってから,風上•風横側から薬剤を散布して,消火し 

た線の長さ,時間,必要薬量で効力を判定した。

2. 間接消火試験では試験地斜面上部に薬剤散布带を設定し,斜面下部より一線に点火して延 

焼防止効果を判定した。

3. 直接消火試験では可燃物の種類,量の差は消火にさして影轡なく,A B C消火剤で十分有 

効であった。

4. 間接消火試験では可燃物の種類・信,薬剤の彳廟にかかわりな < .すべて5 m幅の散布帯 

で延烧を防止することができた。

4昭和44年度試験計画

1 直接,問接試験とも急斜地で組合せ試験を行な5〇

2 昨年度計画のうち,実施でき左かったものについて補足試験を行なう。

3 室内の予備実験を行左う。
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5 〇 •北海道産ならフローリングのヒラタキクイムシの付着 
経路の調査および製造工程中における処理法

1試験担当者

木材部防腐研究室:雨宮昭二,井上 衛 ・

木材部加工研究室:星 通

保護部昆虫第二研究室：野淵 輝,古田公人 ほか

ゴ嚇道支場昆虫研究室:山口博昭 ほか

2試験目的

最近ならフローリンダにヒラタキクイムシの被害が集団発生して,今後のなら材の需要に対 

して大きな障害となっており,虫害のため,なら材の需要が減少することは残念なことで,な 

らフローリングの流通過程における付着経路を明らかにすることにより,流通過程Kおける重 

点的な防除対策を確立するとともに,フローリング製造工程中における防虫処理法を確立し, 

防虫処理製品として市場に出すことにより,需要の確保をはかることを目的とする。

3昭和43年度の経過とえられた結果

！ ヒラタキクイムシ類の分布と被害の実態調査を行なった。

2 被害の実態調査においては,北海道地方では,札幌付近,旭川,北見などの工場ならぴ 

に被害物の調査,東京付近では深川木場の問屋の倉庫,住宅公団団地の被害フローリング 

の調査を実施したが,調査結果は北海道のフローリンダ工場には被害はみられをかつたが, 

札幌の民家,支埸の;!?棚左どにヒラタキクイ厶シの被害がみられ,北見の学校にお»いては 

ナラヒラタキクイムシの被害も発見された〇

東京地方の問屋でも被害材が発見され,また団地の被害フロニリンダ材の調査では食害 

孔は辺材のみ,脱出孔は心材にも多少認められた。辺材の澱粉宅?(に比例して被害率が高く 

なっている。

3 北海道フローリング工場8カ所を選ぴ,原板から製品までの寸法と含水率をしらべ,製 

造工程の調査も行なった。

4 なら材の原板と仕上り製品に対する薬剤処理法と処理条件については,製品の処理とし 

て油性薬剤の浸潰処理を行ない,原板処理として硼素化合物の拡散法処理を行:ない»工場 

における実際的左処理条件を大要明らかにすることができた。

4昭和44年度試験計画
1 木材倉庫におけるくん煙剤作よる効果の限界の調査
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2 実験室における審果をもとにした工場に・、ける防虫処理法の実施

5 防虫処理材の防虫効果の調査

4 ヒラタキクイムシとナラヒラタキクイムシの被害の実態調査

5 進剤試験のためのヒラタキクイ厶シの大ほ躺育法,とくに温湿度と発育の関係を検討す 

る。
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31.木材チップの含水率測定方法

1試験担当者 へ.；.■

林産化学部長：米沢保正

林産化学部高分子化学研究室:古谷剛

林産化学部パイブ研究室:香山52 匚

2試験目的

木材チツプの含水率を連続的に計測する装置を開発する。

3昭和43年度経過とえられた結果

木材チッブを測定ホッパーに連続流入させ,その際の中性子水分計ア線密度計の計測計数値 

と乾燥法により求めた水分値から計算して求めた。水分値を通常の乾燥法により求めた水分値 

を比較したq

4種(スギ,ヒノキ,マッ,ブナ,ナラ等)のチツブの水分測定結果はスギ,ヒノキを除い 

て,中性子水分計と乾燥法による水分値は,相関係数0-9 6 6•標準偏差2.5 ^H2oであり, 

良好なる結果を得たるも,杉,枱の場合の異常な測定値を示す原因については,更に検討の必 

要を認めた。

4昭和44年度試験計画
前年度〇実験結果で明らかにすることのでき左かった事項の解決のための追試験を行左い, 

木材チッブの含水率の連続的測定の可能性を検討する。


